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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・図をもとに，まとまりに着目して数え方を工夫できる。


・文字の式は，計算とともに結果も表すことを理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・具体的な数での計算や言葉の式をもとに，文字式をつくったり，文字の式の意味をよみとったりする学習をしている。


○共同追究でのゆさぶり


・文字の式で考え方を表現する経験は初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・図と式を結び付ける経験をしている。





②見通し:1辺をｎ個とすると，囲みごとの個数がはっきりしない。


→例えば5個とすると，計算の式や言葉の式がつくれる。








②学習課題:5個の場合の囲み方をもとに，1辺にｎ個並べたときの碁石の合計数を式に表そう。





③個人追究:図と式を結び付けて追究し，意味を説明する。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「どの考え方にも共通することは何だろうか？」


→「4つの角がそれぞれの辺に重なっているので，2回数えないような囲み方や式を考えている。」


「もし10個だったら，という考え方を使っている。」





④共同追究後半（思考を深める）


「ｎ＋2(ｎ－1)＋(ｎ－2)は，どんな考え方を表しているのだろうか。」


→「ｎ，ｎ－1，ｎ－2から考えると，右図のように考えていると思う。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・文字を数に置きかえて考えると，文字の式をつくることができる。


・文字の式は，考え方も表していることがわかった。





≪学習問題≫


図のように碁石を使って正方形を作ります。


1辺にｎ個並べたとき，碁石の合計は何個に


なるでしょうか。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録
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≪学習問題≫








⑥定着･活用問題


どのように考えたのか，図に表してみましょう。


(1) 2ｎ＋2(ｎ－2)


(2) ｎ２－(ｎ－2)２





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・ｎ＝5の特別な場合を考えることにより，見つけたきまりが一般化できるという数学的な見方や考え方のよさや手法を大切に扱いたい。


・ｎ＝5のときを全体で扱い，求め方が複数あることを，図を○で囲みながら考え方が分かるように確認することを通して，文字のよさを実感させたい。








